
亡 " Ⅰ " Ⅰ " Ⅰ " ィ "1" 一 " Ⅰ " フ " フ " フ "1" 一 "1"1" Ⅰ " ヲ "J" Ⅰ " Ⅰ "1" フ "1" Ⅰ " ァ " フ " Ⅰ " Ⅰ " イ " Ⅰ ， Ⅰ， 1, Ⅰ ，   

  

      ( 幼稚園 ) 

; 幼稚園における 道徳桂の芽生えを 培 う ための援助の エま 
  

  

  
一 園生活の遊びをを 通して 一 

  

ト Ⅰ，Ⅰ， 1, Ⅰ， コ ， 1, Ⅰ，Ⅰ，Ⅰ， イ ，Ⅰ，Ⅰ，Ⅰ，Ⅰ，Ⅰ， 1, イ ，Ⅰ，Ⅰ， 1,4, Ⅰ，Ⅰ，イノⅠ，Ⅰ，Ⅰ，Ⅰ， イ ，Ⅰ， 1,1, フ 

 
 
 
 

  
  

                        謬 

、
Ⅰ
、
Ⅰ
、
Ⅰ
、
Ⅰ
、
Ⅰ
、
Ⅰ
、
Ⅰ
、
Ⅰ
Ⅰ
 

浦添市立教育研究所 教育研究員 

浦添市立宮城幼稚園 下 地 章 子 



汗 " Ⅰ " Ⅰ " フ " ト " Ⅰ "1" ア " ヲ " Ⅰ " Ⅰ "1" Ⅰ "1"1" Ⅰ " Ⅰ " イ " Ⅰ " Ⅰ " Ⅰ " Ⅰ "1" Ⅰ " ワ " Ⅰ "1" Ⅰ " Ⅰ " フ " イ " Ⅰ " Ⅰ   

  

 
 

 
 



幼稚園における 道徳性の芽生えを 培うための援助の 工夫 
ト 園生活の遊びを 通して 一 

浦添市立宮城幼稚臣 下 地 章 子 

[ 要約 ] 

木 併発は幼稚園における 道徳性の芽生えを 培 い ，心豊かな子を 目指し，園生活を 通して友達と 関わる 中 

で ，自分と他者の 違いに気付き ，調和を図る 態度や相手の 思い な 考えて行動出来る 子を育むための 援助の 

工夫を図るものであ る。 園児は友達との 関わりや遊 び の中で他者への 気付きや良さを 見つけ，楽しく 遊びを 

進めるためにはルールが 必要な博を経験する 事で，感情の 基盤となる道徳性の 芽生えが培われる 意欲が高 

まったように 思われる。 

  口 道徳性の芽生え 口 他者への気付き 口友達の良さ 口 きまりやルールの 大切さ 

Ⅰ テーマ設定の 理由 

いじめ，不登校，学級崩壊，少年犯罪など ，子ども達の 問題行動が報じられる 中で，幼児期の 教育は人 

問 として健全な 発達や，社会の 変化に主体的に 対応する能力を 育成していくための 基盤を培 う ものとして， 

大変電 要 であ る。 また，幼児期からの 道徳性を育てることの 大切さも叫ばれている。 しかし，子どもを 取り巻 

く 社会環境を見てみると 核家族化，少子 f ヒ ，価値観の多様化などの 社会状況の変化に 伴い，地域に 於ける 

人間関係が希薄になってきている。 

本 圃は商店街を 中心に住宅地域が 形成されており ，アパートやマンションに 住んでいる世帯が 70% 以上を 

占め・幼稚園に 入園してくる 子どもの約 80% は，保育園など 集団生活を経験しているが ，保護者の勤務先 

などの関係から ，同じ保育園等から 来る子が少ない。 入園当初の幼児の 遊びを見てみると ，プロック やレ 

コ 。 パズル，折り 紙など室内での 一人遊びが多 い ，また、 誰かに誘われるまで 友達の遊ぴを 見ている 子 

や ，自己中心的に 遊ぴを進めたり ，遊具を独り 占めしたりする 子など、 クラスの友達と 積極的に関わり、 一 

緒 に遊ぶ姿はみられない。 子ども達は，園生活での 遊 ぴを通して，触れ 合いがはじまり ，他者への興味 や 

関心，共感，思いやりなどを 持つようになり ，友達関係が 広まっていく。 

幼児期の生活において、 友達と関わって 十分遊ぶことを 通して、 つまずきや葛藤を 体験し、 自己の存在感 

や 充実感を味わったり・ 柏手の存在に 気付いたり，相手に 対する思いやりや 信頼する気持ちが 芽生えてく 

る 。 従って、 幼児期はこのような、 自我の形成にかかわる 体験を計画的に 取り入れて は くことが 亜要 にな 

る 。 

そこで，自我が 芽生え，他者の 存在を意識し ，自己を抑制しょうとする 気持ちが生まれる 幼児朋の特性を 

踏まえ，八掛から 修了までの発達に 即した教育の 見通しを持った 園生活に放いて ，心豊かな子の 育成を日指 

し ，幼児が幼稚園の 生活の中で人との 関わりを深めながら 道徳性の発達を 促す様々な経験を 積み重ねてい 

けるための指導計画を 作成し，道徳性が 芽生える場面に 随時出会っていることを 意識し視点を 考え，援助の 

工夫を図ることにより。 幼児の心の成長に 必要な道徳 廿が 培われてけくであ ろうと考え ，本 テーマを設定し 

た   
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Ⅱ 目指す幼児 像 

0  心豊かな 子 

・良いことや 悪いことがあ ることに気付き ， 考えて行動できる 子 

・互いに認め 合って遊べる 子 

Ⅲ 研究目標 

心豊かな子の 育成をするために、 幼児の身近な 人と関わる遊 び の場面で，他者の 思いに気付き ，友達の 

良さを互いに 認め合 う 援助の工夫を 実践的に研究する。 

W  研究の仮説 

園生活における 身近な人と 凹 わる遊びの場面において・ 他者の気持ちに 気付き，友達の 良さを互いに 認 

め 合う援助の工夫を 行うことにより ，心豊かな了が 育まれるであ ろう。 

V  研究構想 図 

ゑ 目 指す幼児 像 》 
心豊かな千・ 良いことや 悪 い事があ ることに気付き ， 考えて行動する 子 

・互いに， ム べ   

く 研究テーマ》 
幼稚園における 道徳性の芽生えを 培 う ための援助の 工夫   、 し 一 

く 研究目標》 
心豊かな子の 育成をするために、 幼児の身近な 人と関わる遊 び の場面で ， 
他者の思いに 気付き ， 友達の良さを 互いに認め 令ぅ 援助の工夫を 実践的に研 
発 する。 

く 研究仮説》 
園生活における 身近な人と関わる 遊びの場面において ，他者の気持ちに 
気付き，友達の 良さを互いに 認め合う援助の 工夫を行うことにより ，心豊かな 
子が育まれるであ ろう。 
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Vl 研究の内容 

1 幼児期の道徳性について 

(1) 発達の面から 
① 幼児期は基本的に 他律的な道徳性をもっ 時期で「大人から 言われたから」「怒られるから」等と 

信頼する人人の 言うことが正しいと 考え，結果としてそれに 従うという傾向が 強い。 

② 物を壊したり ，友達が泣いたり 怒ったりするのを 見てにれは悪いことかな」柏手が 喜んだり大人 

から褒められたりすると「良いことなんだ」等と ，自分 6 りに善悪の概念を 作っていき，現象面を 捉 

えながら，内面で 捉えることができるようになる 

③ 他者との様々なやりとりをする 中で，自分と 他者の気持ちや 欲求の異なることがわかり ， 1,1 巳 111 心 

的なものの見方から 次第に他者の 視点に気付いていく 時期であ る。 

④ 友達と生活し 遊ぶ中で喧嘩やトラブルが 起こり葛藤体験をする 事により，友達と 楽しく過ごすために 

は ，きまりを守る 必要性に気付き 自己コントロールすることができるようになる。 

⑤ 乳幼児期から 培われている 他者への興味や 関心，他者に 合わせようとする 基本的な信頼，共感Ⅱ 

を 豊かにし，自他両方の 視点を考えて 自分の欲求や 行動などを調整できる 過程を経て，道徳性の 発 

達は達成される。 

(2) 幼児期に育てた い 道徳性 

① 相手の思いに 気付き ， 互 いの 気持ちをわかりあ う。 

② ものや人と関わる 中でよ い こと悪いことに 気付き ， 考えることができる。 

③ 友達や教師，身近な 人に関わろ う とする気持ちや ，かかわる力が 育っ。 

④ 生活に必要なきまりやルールの 大切さに気付き ，よい行動をしようとする 気持ちが育つ。 

2  道徳性の芽生えを 培 うと は 

(1) 幼児朋は道徳性の 発達の基盤作りとしての 重要な時期であ る。 この時期に「道徳性の 芽生えを培 う 」 

とは，あ る倫理観を幼児に 教えれば良いと 甘 うことではない ，また「集団生活をしていれば 身につくも 

のでもない。 幼児の心の中に 芽生える人への 興味や関心，柏手 - に合わせようとする 心に働きかけること 

を 通して培われる。 そこで，幼児の 発達を見通した 適切な教師の 働きかけが重要になる。 

(2) 道徳性の発達は 乳幼児期から 培われている 他者への興味や 関心，他者に 合わせようとする 基本的 

な 信頼の上に他者への 共感性を豊かにしながら ，自他両方の 視点を考えて 自分の欲求や 行動などを 

調整できるようになる 過程を経て達成される。 
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3  通徹に関する 指導要領の関連 表 

「心を育てる 場 」としての学校の 見直しが提言されている 中央教育審議会の 答申の幼児教育では「家庭 

と 連携して，幼児が 日常生活に必要な 習慣を体得すること ， 人 として，してはいけないことがあ るということ 

に 気付くようにすることや ，何が良くて 何が悪 い かを考えるようにすることなど」幼児期の 道徳性の芽を 伸ば 

し， 育てる適切な 働きかけをして い くことが強調されている。 

幼稚園の新幼稚風教育要領の 5 つの目標 の (1) (2) には 道 徳 杵は ついて述べられ、 特に (2) の中で、 
道徳性という 言葉が使われている。 Ⅱ領域の中では、 健康・人間関係の 領域で詳しく 述べてあ る。 一方、 

/J 、 学校の新学習指導要領一道徳一には、 「道徳は人間が 人間として共によりよく 生きて い く上で最も大切にし 

なければならないもの」と 明言してあ る。 その内容は従来通り 4 つに 分類され、 2 学年ごとに内容が 示されて 

おり、 特に、 低学年では・ 「学校の生活に 適応していくとともに、 人としてしてはいけないことや 善悪につい 

て 円覚でき，基本的な 生活習慣や祉会生活上のルールなどが 身に付くよう、 家庭との連携を 密にしながら 人 

問 としての在り 方の @,1 覚に結びっく 基本的な道徳的価値を 繰り返し指導することが 大切であ る。 」として、 15 

の 内容 項 Ⅱが示されている。 

関連 表は ・幼稚園新教育要領及び 小学校新学習指導要領の 抜粋であ る。 ただし，点線を 引いている 箇 

所は 、 双方に関連した 内容の部分であ る。 

関連 衣 ( 幼稚園新教育要領より   

幼稚園教育の 目標 

(1) 健康、 安全で幸福な 生活のための 基本的な 

生活習慣・態度を 育て、 健全な心身の 基礎を 

培 う ようにすること。 

(2) 人への愛情や 信頼感を育て、 自正 と協同の 

態度及び道徳性の 芽生えを培 う ようにすること。 

領域 ( 健康 ) 

Ⅰ ねら ぃ 

(1) 明るく伸び伸びと 行動し、 充実感を味わう。 

(2) 自分の体を十分に 動かし・進んで 運動しよう 

とする。 

(3) 健康、 安全な生活に 必要な習慣や 態度を身 

に付ける。 

2  内 容 

(1) 先生や友達と 触れ合い、 安定感をもって 
- - - - - - - - - - - - - - -  - - - - - -  - - - - - - 

行動する。 4  一 (3) 

(2) いろいろな遊びの 中で ト 分に体を動かす。 

(3) 進んで戸覚で 遊ぶ。 
(4) 様々な活動に 親しみ、 楽しんで取り 組む。 

( 小学校新学習指導要領一道徳より ) 

第 1  口 標 

道徳教育の日 標は 、 第 1 章総則の第一の 2 に示す 

ところにより、 学校の教育活動全体通じて、 道徳的 

な 心情、 判断力、 実践意欲と態度などの 道徳性を 

養 う こととする。 

道徳の時間においては、 以上の道徳日 標 に基づ 

き、 各教科、 特別活動及 び 総合的な学習の 時間お 

ける道徳教育と 密接な関連を 図りながら、 計画的， 

発展的な指導によってこれを 補充、 深化、 統合し， 

道徳的価仙の 自覚を深め、 道徳的実践力を 育成す 

るものとする。 
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1  主として自分自身に 関すること。 

(1) 健康や安全に 気を付け、 物や金銭を大切に   
し、 身の回りを整え ，わがままをしないで 規     
則 正しい生活をする。   
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(5) 健康な生活のリズムを 身に付ける。 1- (1) 
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

(6) 身の回りを清潔にし、 衣服の着脱、 食事， - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

排 J はなど生活に 必要な活動を 自分でする。 

(7) 幼稚園における 生活の仕方を 知り、 ロ分たち 
， - . - - . - - - - - - - - - 

で生活の場を 整える。 
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(9) 危険な場所、 危険な遊び方・ 災害時などの 

行動の仙方がわかり、 安全に気を付けて 行   
助する。   

領域 ( 大冊関係 ) 

1  ねら ぃ 
  

(1) 幼稚園生活を 楽しみ、 自分の 力 で行動するこ   
との充実感を 味わう。 

(2) 進んで身近な 人とかかわり、 愛情や信頼感を 

もっ。 

(3) 社会生活における 望ましい習慣や 態度を身に 

付ける。 

2 内 容 

(1) 先生や友達と 共に過ごすことの 喜 ぴを味わう。 

(2) 自分で考え，自分で 行動する。   
(3) 自分でできることは 自分でする。 1- (2)   

(4) 友達と積極的にかかわりながら 再びや悲しみ 

を 共感し合う。 

(5) 自分の思ったことを 柑子に伝え、 相手の思っ 

ていることに 気付く。 

(6) 友達のよさに 気付き、 一緒に活動する 楽しさ 

を味わう。 

(7) 友達と   - 緒に物 宇 きやり遂げようとする 気持 
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

ちをもつ。 2- ( 我 

(8)  良い」とや悪い」とがあ 考えⅠ Ⅰ 。 ることに気付き ， 、 
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - . - - - . - - - - - - . 

ながら行動する。 1- ( 鈴 

(9)   友達とのかかわりを 深め、 思いやりをもつ。 
(10) 友達と楽しく 生活する中できまり 大切さに 気   

付き、 守ろ う とする。 4 一 (1)   
( Ⅱ ) 共同の遊具や 用具を大切にしみんなで 使 う   
(12) 高齢者をはじめ 地域の人々などを 自分の生 
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

活 に関係の深いいろいろな 人に親しみをもつ。 
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

2-  (2) 

(2) 自分がやらなければならない 勉強や仕事は   

しっかりと行う。 

(3) してよ い ことと悪 い ことの区別をし、 よいと 思 。   

うことを進んで 行う。 

(4) うそをついたりごまかしたりしないで、 素面 

に伸び伸びと 生活する。 

2  主として他の 人とのかかわりに 関すること。 

 
 

(1) 気持ちのよいあ いさつ、 言葉遣い、 動作など 

に心掛けて、 明るく接する。 

(2) 身近にいる幼い 人や高齢者に 温かい心で 接 

し ・親切にする。 

(3) 友達と仲よくし、 助け合う。 
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

(4) 日ごろ世話になっている 人々に感謝する。   
3
 主として自然や 崇高なものとのかかわりに 関 

すること。 

(1) 身近な自然に 親しみ、 動植物に優しい 心で 

接する。 

(2) 生きることを 喜び、 生命を大切にする 心をも 
つ 。 

(3) 美しいものに 触れ、 すがすがし い 心をもっ。 
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を守る。   
(2)  父母、 祖父母を敬愛し、 進んで家の手伝い 

などをして、 家族の役に立つ 喜 ぴを知る。 

(3) 先生を敬愛し、 学校の人々に 親しんで、 学   

級 や学枚の生活を 楽しくする。   

(4) 郷土の文化や 生活に親しみ、 愛着をもつ。 
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5  教師の援助 

(1) 幼児があ りのままの自分を 出せるような 秀朋気 な件り 。 幼児と教師の 信頼関係を築き ，共感，受容 

する。 

(2) - 人ひとりの幼児の 発達を考慮した 援助と内面の 読みとりを心がける。 
(3) 他者との交流・ 協力を大切にし ，幼児 同 さめかかわりの 中できまりやルールの 必要性に気付き・ そ 
れらを守ろうとする 気持ちを育む。 

(4) 幼児同士のやりとりを 見守る。 

(5) 幼児の心を揺さぶり ，感じる心を 豊かに充実させていく。 
(6) 挫折感や葛藤体験などを 味わい，相手の 気持ちに気付き ，してはいけないことや ，しなければなら 
ないことがあ るということを ，口分で判断していける 力を育む。 

(7) 幼児が自分で 気付かないことがあ るということを ，時に教師が 明確に示していくなどして 気付かせて 

も ) く 。 

ほ ) 自分と他者との 速 いに気付かせたり ，違いの中に 良さを相互に 認め合ったり ，楽しさを感じる 心を 

育 くむ。 

(9) 教師日功が身をもって ，態度や行動に 表し良いモデルになる。 

Ⅹ認める・叱るについて ( 東京成徳短大，今井和子氏より ) 

子どもをほのたり ，叱ったりすることは ，子どもが自己発揮しながらも ，何が良いことであ り，悪いことか 

を 知り ， 周りの人たちとさまく 折り合いなっ け 自律していくようになるためだが ，人人から子どもへと ，一方的 

に 縦の関係でなされるため ，いろいろな 弊害も生じる。 

今 ，保育者が一番よく 

教師がいつでも、 誰にでも画一化したほめ 言葉で対 

応 することは、 自信なさそうに 見せに来る。 

かんでいない。 T 「でも，カッコイイ じ やない，上手」と 

ほめる教師。 新幹線が走っているように 

かけなっか た 事を悔しがっていた M 男だ 

った が・教師からほめられてしまい、 と 

その子白身の 育ちや良さをしっかり 見る まどった表情をしている。 

Ⅰ   ' Ⅰ   
    

げさなほめ方、 見え透いた図一的なほめ 方 

Ⅰ 供 と教師の信頼関係が 築かれる 、   ぢ つ   

; ほ めすぎず 認める姿勢 ;   
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怒ること・叱ること ( 今井和子氏 ) 

ぶつけて まうことは ?   

  
食の食器を一定時間に 片づけられていない 子に・ 「早く食べて 片づけてくれな 

いと、 先生が給食の 先生に怒られちゃうんだから」と 怒っても・子どもは 何を怒ら   
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(2) 短い言葉で厳しく 

例 「静かにしなさい。 電車の中だから」 

(3) 自分の気持ちや 感じ方を素直に 表す 
例 「 0 ちゃんに噛まれて 痛かった。 」 

「だからやめてね。 」 

    榛 もを私物化 与ず ，一人の人問と 
  して 尊 屯する。 

子どもと真剣に 向き合う大人の 姿勢が大切 : 

叱ることをしなくなった 保育者は親しい 

  

子どもとの間に 通いあ う ，大切な共感の 

ひとこまを放棄しているとはいえないか。 : 
          

  

    ;;:;;;; づき ; 鐘繋礒慈詫 五 % 鮭欝 % 安 笘 孝経     
            ほ の り れるまで次の 俺年に与ろう 亡しない 子ガ いる   
      ほ のられるこ と ；     毛 描の目的になってⅠ・ る 平ガ・いる   

    

                                                                                                                                                                                            一 ""       

 
 

  Ⅰ 、 ， @- ・ り                                                                                                         "" の子 " 比拍レ 」などと． 克 下したよう 在 甚い万モ し 

て フライドをⅠつけてしまう   

  
      『 ってⅠ N 彊は・あ : るような庖の の巨も乱 L, 9 亡を したわよね」なとと・ 引き出して し カ ってしまう 子ども ガ 忘れてしき   

    

  

        舌杓 / なくてもいいことまで．くどくと 宙 ってしがつ て Ⅱ る       
          はじめに・きちんと ユ どちの無い分を 田 ガ ないでし カ   ってしまう   
    しかったあ とにすぐに． r こ めんなさいⅠと % 接 @) プ よう C してしまう         
        るように伝えるのを 忘れている     
五しヵ   りっ放し : ニし芯       で ． しがられた内容をきさんと 技け 止めて 

目 l 
｜ Ⅰ l1 

2
 
汐
 Ⅰ
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6
 家庭との連携 

( 幼稚園から ) 

・ 圓 便りの発行 ( 毎月 ) 

・ 家庭訪問 

・学級通信 ( クラス便り ) 随時 

・ ポランティア 募集 

、 個人への手紙・ 電話 

・ 学級懇談会 

・保育参観 日 ・参加Ⅱ 

、 異年齢交流 ( 未 就園児・祖父母 ) 

ド
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( 保護者から ) 

・ ポランティア 活動 

ナ 草花・清掃ポランティア 

ナ 絵本の読み聞かせ 

女 手作りおやっ 

*  誕生会で人形劇を 演じる 

サ プールの監視 

  ナ 運動会練習 

*  閣覚保育引率 

コ ニこ に ズくぶく フデ ミ の 接 Ⅰ 毛テ 

*  焼き手会 

*  遊 びの 援助 ( セミ取り ) 

( 運動遊び ) 

・ PTA 作業 

Ⅶ 保育の実際 
浦添市立宮城幼稚園 ほし組 

対象 児 5 歳 児 33 名 

1 活動 名 「郵便やさんごっこ」 

2 日 標 郵便屋さんごっこを 通して，友達の 良いところや 頑張っているところに 気付いたり，自分 

が友達に認められていることを 知ることにより 喜 ぴを感じ，自信を 持って自己発揮しな 

がら，遊びを 楽しむ。 

3 保育設定の理由 

冬休みにお正月を 経験し，年賀状やお 年玉をもらったり ，カルタ取りやトランプ ，双六などのお 正月遊 び 

を 通して文字や 数鼠への関心が 高まってくる。 それと同じくゲームの 勝ち負けのこだわりも 強くなるので ， 

ルールを正確にして 遊 ほうとするようになる。 

また， 4 月からは「小学 1 年生になる」との 思いから字を 書くことや読むことにも 興味がでてきており ，今年 

頑張ること [ 今年の日 標 ] にも， 「お勉強がんばる」「くもん 頑張る」等，進学への 意識と幼稚園卒園との 

思 いが感じられる。 これらは友達関係にも 影響してくる。 鉄棒やひも コ マなど出来ない 事にも積極的に 挑戦 

している友達の 姿 や， 教えたり教えてもらったりする 喜び ， Ⅲ 来 なかった事が 出来るようになった 喜 びの 共感 

と 自信，認め合いの 姿などを，郵便やさんごっこのはがきで 表現したり，されたりすることで ，友達と一緒に 

楽しく生活をしたり・ 遊びを進めていくことの 楽しさや嬉しさ ，面白さに気付いたり ，友達の良さを 認めていく 

ような援助の 工夫をすれば ，道徳性の芽生えを 培 う 活動の場が持てると 考え本活動を 設定した。 
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4
 郵便やさんごっこの 取り組み 

口
ロ
 
7
 

 
 ね ら ぃ 

こ
 
る
 

   
 

ま
 

り
 こ
と
 

始
 

な
る
 年
 

 
 

 
 
祈
 が
年
 

幼児の活動 
  始業式に参加する。 

。 日 標を発表する。 

・ 十 : 支について話を 聞 

く。 

一 

教 師 の 援 助 

・カレンダーを 見せて，あ と 3 ケ 円で幼 

稚園を卒園する 事や， 4 月からは 1 年生 

になることなどを 確認し，見通しを 持 

たせる。 

  今年の目標を 考え発表させる。 

  十二支っ い ての昔話を素話でする。 

黒板に十 :: 支を並べた 絵 表示を貼る。 

  U1  8 日 l, 郵便屋さんごっこ   ，年賀状を菩いた 経験や   ・教師に送られてきた 年賀状を園児の   
ほ ついて話し合う。 もらった嬉しさなどに 

ついて話す。 

  
ⅠⅠⅡ   口 ，はがきの 菩 き方ャ 

菩 くときの決まり 

について話し 合 レ 

知る。 

・どんなことは 苦いては け 

な い のか口分の思って 

いることを発表する。 

k 子 「自分が書かれてい 

やなことは，書かない 

方がいい」 

D 男 「馬鹿とか悪い 言葉」 

  ・友達にはがきを 苦く。 

 
 

見える所に掲示する。   

・郵便屋さんごっこに 必要なものを 準備 

し ， 遊 びが 展開していけるように 援助 

する。 

  
・はがきの 吉 き方 ( 宛先，宛名，送り 

  

主 ) を，黒板に貼って 知らせる。 

・はがきにも 書いてはいけないことなど 

があ ることに気付かせるように 話をす 

る。 

・字が 菩 けな い 子もいるので 手紙にも 

「 絵 手紙」「早手紙」があ ることを知ら 

せ，絵のはがきでもいいことを 伝える。 

・わからない 字 やうまく 苦 けない字は教 

師も手伝うことを 伝え，なぞって 苦 け 

るように点々で 苦いたりして ，口分で 

書く 喜 ぴを味わえるようにする。 

  7 ひ -  10  - 



1 月 10 口 ・ 未 就園児との交流 

があ るので， やり 

たい子は自分で 遊 

びを進める。 

  

1 月 11 日 、 自分の状差しに 好 

きな絵を描き ，手 
  紙 が来ることを 楽 

しみに待つ。 

Ⅰ 月 Ⅰ 5  口 
い
の
 

 
 

 
 
 
 

・遊びの中で 文字や 

数字に興味を 持ち 

自分たちの 遊ぴや 

・口分ではがきを 取り ， 送 

りたい友達に 手紙を善く 

 
 

   
 

き
 
好
 
 
 

 
 

自
て
 

Ⅰ
Ⅰ
 

 
 
軋
柵
 

，
ら
 

枕
絵
 

・もらった - 子は返事を苦い 

たり，また別の 友達に 

手紙を菩 く 。 

，まだもらっていない 子は 

また，友だちにはがきを 

苦いたり，返事を 吉いて 

くれそうな了に 送ったり 

する。 

・自分たちの 出来る片づ 

けなどを友達と 一緒に 

やる。 

・はがきコーナ 一に郵便 

ごっこで使うものがあ るこ 

とを知り， 自分たちで遊 

びを進めることを 喜ぶ。 

  Ⅰ 1 - 

・園児一人ひとりの 状差しを作ってお 

く。 

，苦 きたい園児が 自分で苦けるように ， 

はがきなどを 作り，準備しておく " 

・文字がわからないときに 兄 650 辞表 

を， 子ども達がはがきを 吉く コーナ一 

にも貼っておく。 

・一人ひとりの 名前を人きくわかるよう 

に苦いた状差しを 作り。 もらったはが 

きを入れて置くところを 作ろうと・提案 

する。 

・ボストにたまったはがきを 配る。 

・友達に送ったはがきの 内容を聞いて 

友達の頑張っている 安や，親切にして 

もらったお礼などを 再 いていることに ， 

褒めたり，驚いたり ，共感したりして 

書く喜 びや ・もらった再 びが 実感でき， 

次への意欲にっながるような ，言葉で 

向かけをする。 

・はがきがいっぱい 来る子には，友達 

が良さや頑張っている 宇を認めている 

ことに気付くような 援助をして，自信を 

持たせる。 

・全然来ない 子のそ は にいき，はがき 

を d 緒に書いたり ，誰にどんなことを 

書いてあ げた い のかを聞き ， 友だち 

や周りの人への 関心を持つように 援助 

して い く。 

・自分で遊びが 進められるよ う にコーナ 

ーを設置する。 

・文字がうまく 吾 けないけれど 文字を使 

ってはがきを 書きたい子などに [ ひら 

がなスタンプ コ を準備する。 

・文字への関心が 高まりつつあ るので， 

  // 

  



  1 月 Ⅰ 6  口 
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・カルタ取りを 楽しむ。 

  

を，楽しむ。 

カ
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・はがきをかきたり 子は，コーナ 一で 

遊 ぴを進める。 

  

叩
蟻
 

巾
休
 

1
 

検証保育 

 
 
日
 
ロ
 

憾
組
 

月
月
 

1
1
 

・郵便屋さんごっこ 

を幼稚園全体で 行 

つ 。 

・他のクラスの 友達から 

はがきをもらったり ，出 

したり，配達したりして 

遊びを楽しむ。 

・はがきが送られ 来てな い 子を事双に 

調べて，教師が 書いて送る。 

・ごっこ遊びに 必要な物や役割を 子ども 

達と考えながら ，遊びが発展していく 

ような，援助をする。 

5  本時の保育展開 

(1)  ねら ぃ 

* ゆ う びんやさんごっこがきっかけで ，友達との関わりを 楽しむ。 

*  はがきをもらう 嬉しさや 書 く楽しさを味わう。 

水 友達とルールを 守りながら一緒にカルタ 取り大会を楽しむ。 

(2) 幼児の姿 

  3 学期になってお 正月あ そびを喜んでやっている。 

・年賀状を教師に 送ってくれた 子のはがきを ，園児が見やすいところに 展示したことから ，はがきを 書 

くことや読むことに 興味がでてきて ， 「年賀状，昨日，私も 送ったから貼ってね。 」という園児が 数名 

いた。 

    幼稚園でも郵便やさんごっこしたいな」と 印刷したはがきを 見せると，すぐに「やりたい。 私も 

やりたい。 」と返事が返ってきた。 

・友達からお 手紙をもらった 了は喜んで返事を 書いていた。 

・まだ。 字が 吉 けな い子 やわからない 字などは，教師に 書いてもらったり ，教えてもらったり ，友達が 

害いてあ げたり，教えたりしている 姿が見られる。 

・友達の頑張っているところや 得意なことなど ，いろんな事をよく 見たり，知っていたりする。 

(3) 保育の展開 

時 間 場の構成 幼児の活動 教 師の援 助 

9  : 15 0  集まり ・トイレに行ったり ，使っていた 遊 
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口
 
口
 

  

  

 
 

 
 

 
 

・集まりの時間だということを ， 

クラスの友達と 言葉をかけ合い 

ながら行な う 。 

，手遊びをする。 

F まあ るは い のち 口 

* 前でやりた い子 ( 数名 ) が 

リードして行う。 

具を片づけて 集まるよ う に 声 かけ 

をする。 
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活
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次
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0 郵便屋さんごっこ 

・友達に送ったはがきを ，書い 

た人が読んであ げて，送られた 

人に渡す。 

・返事を書いたり ，友達に，は 

がきを書いたり ，スタンプで 

押したりして ，ごっこ遊びを 

楽しむ。 
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・紹介してくれる 子のはがきの 内容 

を受け止めたり ，発表意欲を 促す 

ような言葉かけをして い く。 

・友達が頑張っていることや ，良さ 

などに気付いていることを 温かく 

受け止め，共感する。 
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，これからの 郵便屋さんごっこ 

について話し 合う。 

0 [r カルタ取り大会田をする。 

  

「
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1
  

 

0
 

1
 O

 
片づけをする。 

・これから遊びを 発展させていくた 

めの話しをする。 

・他のクラスの 友達に送たり ，郵便 

屋さんになり ，ごっこを進める。 

その為に必要なものを 作る。 

・遊びのルールを 確認しながら ， 

楽しめるようにして い く。 

グループで一群多くとれた 了に 

ゃ ンピオンメダルを 授与する。 

  チ   

・グループみんなで 片づけできる よ 

う に声をかける。 

[ 評価の観点 ] 

・ 本 時の活動のねら ぃ は適切であ ったか。 

・友達の良さなどに 気付いていたか。 

・教師の援助は 適切であ ったか。 

メ
ヴ
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Ⅰ 

園児のはがきの 内容 

* 私は M さんが、 大きい鉄棒で 前まわりをがんぱっていたのを 見つけました。 

* お ジ ャ 魔女ドレミごっこして 遊ぼうね。 

せんせい へ 

ダイエットが ん ぼって ね 

* トイレのスリッパを 並べてくれていました。 

*k さんがはじめてこまを 回せました。 おめでとう。 

* みかんをむいてくれてあ りがと う 。 

*A さん， 前 まわり頑張って 下さい " 

*M さん，合口 B くんが 駒 まわせたよ。     

* そうじを頑張ってくれてあ りがとう。   せんせ い は 
  

  何のテレビが 好きですか   

  

Ⅷ 研究の事例 

事例 1 

教師が園生活の 中において，今まで 行ってきた活動であ っても。 道徳性の芽生えを 培うことを意識して 

活動のねらいや 視点を変えることにより ，遊びの場面の 捉えや援助の 仕方も変わった。 今までは郵便 ご、 

っ こも、 お玉川遊びのひとつの 活動として，文字に 興味や関心を 持つようにとの 面からの援助に 視点をお 

き ，はがきの内容より ，鉛筆の持ち 方や筆順などの 援助や指導をしていた。 この研究を通して 道徳性の 

芽生えを形にしながら ，幼児の気持ちの 受け止めや内面の 理解，良さを 認め合う活動として 初めて郵便 

ごっこに取り 組んだ。 子どもの成長した 安や ， お互いにその 子の良さや得意なことを 認め合っていたり ， 

憧れをもって 見ていることがよくわかった。 また，認められた 子も，ますます 臼信 をもって自己発揮した 遊 

びや活動を展開している 姿が見られるようになった。 
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事 例 2 

幼児が園生活を 通して，友だちとのトラブルや 葛藤体験をしている 場面において ，遊びを楽しく 進めて ぃ 

くためには，ルールやきまりがあ り，それらを 守ることにより ，友だちとスムーズに 遊びを展開していけること 

に 気付き，ルールやきまりの 大切さがわかり ，守ろ う とする態度を 育むことができたと ，下記の芋例を 通して 

考える。 

  
D 労 さんも - 緒に食べれる ，お土産だよ                                                                                                                         

  
; になり・「先生， D 男が意地悪する ～」との，訴えが 多くあ り，その都度，注意するなどし ， D 男にも i 
¥K 男の気持ちが 分かるよ う に，木人に置き 換えにんな 事 されたらどうかな ? 」と考えさせ ，「 い やだ。         
; されたくない。 」と D 男が感じたら ， 「じゃ， K 男 さんはどうならう ?D 労 さんはど う する ? 」と，また 考 i 

  

  
i 肩を組んで歩み 寄って来た。   

  

          おやつの時間になり ，教師が D 男に「今日のおやつのお 菓子は卵が入っているから ， D 男 さんはこ i 

  
i おやっを食べたいの ，だけどアレルギ 一の病気を治すために ，お医者さんとお 母さんにいまは 我慢し i 
i てね， と 言われてちゃんと ，約束を守っているのよ。 偉いよね。 」と ， 話すと「そうか ，がんばれよ。           

  
  

  
              僕， お母さんにうしろにかいてあ るのをみてもらって ， 卵が入っていないのさがしてもらったんだ ; 
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; よ 。 」と言って渡してくれました。 私は感動して「あ りがと う ね。 K 労 さん優しい れ " 」と言 う のが，       

; 精一杯だった。 ( 教師がおやつの 時間に ， お菓子の材料の 欄を読んでいて ，判断していたのを 見て ; 
  

  
i ねからは，おやっの 時間になるとクラスの 誰かが「 今 Ⅱのは D 男も一緒に食べれるの ? 」と問いてくる i 

i に積極何になり ，早くアレ ) レキー を治したいと 言っています。 」と喜ばれていた。 
  

  
  

    
ルールを守らないとだめだよ ～                                                                                                                                   

  
  

  
i がジャンケンするから」とか ，「 S 男 ルール守らないとだめだよ」「今のは C 子が早っかたよ。 は い， い ㍉ ・   
i れは C 子のもの」等と ， 各バループでルールを 守りながら遊びを 進めて い く姿が見られた。   

  
  

事 例 3  ,4  . 5 

  
  了 先生，お母さんね ， 虫怖 いって 山 ( ダンゴ山やセミとの 触れ合いな通して )                             

    

  

  
; こうして，ほとんどの 子が牛乳パック 等に入れ ， 家に持ち帰った。 翌 Ⅱ，「 昨 口持って帰ったダンゴ ; 
; 虫， ど う したかな。 」と朝の会で 話しを間いた。 「あ のね，お母さんが 気持ち悪 い から外に捨ててお ; 

  

; しょうね。 J 等々 ， いろいろな会話が 出来た。 
  

  

        7 Ⅱセミ取りが 盛んになりかけてきた 頃 丁 セミの一生 日 という本や紙芝居を 通して，「セミが 大人 ; 

; る 。 セミ取りの経験は ，いままで虫を 怖がっていた 子も楽しむようになり 夢中になって ， 捕り始め ， 白 ; 

; になるまでは ，みんなが生まれてからⅠ 年 生になるまでの 間ずっと十の 中で い ることや，やっと 人人に ; 
; なって飛べるようになっても ，一週間 ( 月確 ～日曜の 7 口 問 ) ぐらいしか生きられないことを ，知らせ i 
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; 分が捕虫したものをお 母さん等に見せたくて ，持って帰る 子が多かった " その後はどうするのかな ?;   
i と ，教師が思っていた 隣国侍「先生，バイバイ。 せなさ，夕方になったら 公園の木の所に ， 逃がす ; 
; からね～」と ， 大きな声で言いながら 帰っていく チ ども姿を見て ， 5 歳児なりにちゃんと 考えてくれて ; 

; いるのだと，嬉しく 思った。   
  

    

  地域の老人会のおじいちゃんやおぱあ ちゃんとのふれ 合いな通して                                                               
  

        幼稚園の近くにあ る自治会館に 訪れて，自治会の 高齢者との交流会を 持った 時 。 「先生，あ のね ; 
; ばあ ちゃん，もうすぐ 100 歳 だって。 」と園児の祖父母より 高齢者なので 驚いていた。 また， ， d 緒 ; 

; に踊ったり，歌ったりする 中で親しみもわき・「おぱあ ちやん 達 すごいね，」「上手だね。 - 等と 言 ; 
    

; ぃ，お 別れの挨拶で 握手をしながら「いっまでも 長生きしてね。 」とか「元気でいてね。 」「幻相田 ; 

i にも遊びに来てね。 」など，自分の 思った芋を言葉に 表現していた ，みんな，優しい 気持ちになって ; 

'  i Ⅰ 1 フた こ 。 
  
  

    
  

  
  /J 、 さ 八丁はすぐ泣くから ，優しくしてあ げないとダメなんだよ                                                               

        木 就園児との交流会をする 前口に「明 日は ，みんなより 小さな子が幼稚園に 遊びに来るけど ， ど ; 
; んな宇に気をつけてあ げたら い いかしら 7 」と問いかけると 何人かが手を 挙げ「優しくする。 」「 自 i 

i 転 車やキックポー ド は乗らない。 」「小さい子は 何でもすぐ泣くから 優しくする。 」等，口分たちの 経 i 
    

i 験から考えられることを 発表していた・ 当日の園児達は ，トランポリンなど 遊具も小さな 子は並んでい i 

; なくても入れてあ げ，くつなど 履き物の世話もしている 姿が見られた。 また， 子 ウサギも園児が 抱き ; 

i たくても， /1 、 さ い 子に譲りかしてあ げている姿もあ り、 とてもほほえまし い 光景が見られ ，人に優しく i 
  

i することの建びを 感じている様 子が 見られた。 
  
  

    
  

お誕生会のおめでとうメッセージを 通して 

幼稚園児になった 頃 に ， 弟や妹が生まれたりして ，赤ちゃんにやきもちを 感じる 頃 なので，このメッセ 

一ジを害 いていただき、 自分の赤ちゃんの 頃 のことを聞く 機会を件 る 事を考えた」これをクラスでのお 祝 い 

の時に読んであ げていた。 その時の誕生児の 顔は照れて 恥 すかしそうにしているが ，その衷情はどの 子 

もとても 姑 しそうにしている。 また。 タラスの子も 興味深く聞いていて ，内容もよく 理解している。 

その後・クラス 便りに誕生児の 紹介と一緒に 父母からのメッセージも 絨せ ，紹介している。 

どのメッセージも 愛備 あ ふれる，素晴らしい 内容で，教師も 毎月感動している。 
  -0-- D- 一 q 一口 --- の - 

          んし           

  : 鷹 習 英臣 ニ 。 よ ㍗正姉 鞄田弗捲                 

め ～ ま， 

  

シ ー ;;                                                                           

  7 ガ 

  
        。 。 "" 坤 "' 。 " ピ "" 上上上 ' 。 Ⅱ 

。 台 。   
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アンケートの 結果より ( 平成 14 年 2 月 14 口～， 2 月 20 口 ) 

(1) 園生活を振り 返って，道徳性の 意識は高まったと 感じている保護者が 83 パーセントいた。 

  
  

どのようなことで 感じるのか。 ( アンケートより 抜粋 )                                                                                                                   
    

  

  
          った 。 家庭の方では ，両親に対し ，身体を い たわってくれたり ，姉妹への思 い やりの言葉かけや             

  
  

  

  
            よ う になってきました。 おばあ ちゃんのお店 ( 本屋 ) では，小学生がお 菓子の袋 やゴミ をどこに             

  

                でも捨てるのを 見て，注意までは 出来ませんが ，その コ ミをゴミ 箱 へ 捨ててくれます。   
  

          * 交通マナーや 金銭，物品に 感覚が育ったように 思われる。   

              * 幼稚園生になってからは ，外で遊ぶことが 増えてきて。 道路を渡る時，最初は 不安そうだった                 
          けれど，左右の 確認をして手をあ げ安心して渡れるよ う になりました。   

  

                * お友達もたくさんできて 自分たちでルールをきめることで ，仲良く遊べるようになってきました。             
  

(2) お友達について ，良さを認めたり ， 樟 れをもっているような 話を聞いたことがあ りますか。 

聞いたことがあ る。 92 パーセント 

  
  どんなこと ( アンケートより 抜粋 )                                                                                                                                                                                                   

          * 帰ってきて，よく 幼稚園でのことを 話 てくれますが ，その中でも「自分が 困っているときに 手伝           
          てもらった」とか「友だちが 注意してくれた」という 話しがあ った。 

  
  

  
            * 「 00 君は跳び 箱 0 段 跳べるんだよ。 スゴイ よ一 。 00 もとぴたりな 一 」とか。   
    

            * お友達が，口分の 知らないことをよく 知っていたり ，出来ない遊びを 上手にやっているのをみて           
            「お友達はすごいんだよ」と 話してくれます。 ど う したら口分もじようずになれるかなと 言いなが           
          ら 、 独楽回しや折り 紙でいろいろなものを 折ったり，家で - 生懸命頑張っています。 

  

  
    
  

Ⅸ 研究の成果と 課題 

1 成 果 

0  幼児の活動や 遊びの場面で ， 助け合い ，優 しき。 思 い やり，励まし 合 い， 認め合 う 姿などが多く 

見られた。 教師は幼児一人ひとりの 気持ちを受け 止め，内面を 理解しょうとする 姿勢・押し付けでなく 

気付きを待っ 姿勢，トラブルが 起きたとき幼児同士で 解決をさせる 方向にとの姿勢ができるよ う になり， 

子どもの道徳性の 芽生えを培うためには ，人的環境であ る教師が変われば 子どもも変わるということを 
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実感として捉えることが 出来た。 

0  幼稚園における 身近な人々とかかわって 遊べるような ，環境作りや 経験をさせることにより ，子ども 

たちも多くの 人と積極的に 関わって遊ぶ 姿が 、 多く見られるようになった。 また、 共に過ごす高びを 味 

わ い ，柏手の気持ちや 考えに気付いて 行動するようになり ， 人 との関わりに 広がりが見られた。 

このような環境作りは 道徳性の芽生えを 培 う ために良いとわかった。 

0  家庭との連携は ，幼稚園側からの 一方的な通信ではなく ，保護者からの 通信をクラス 便りなどで 伝 

えたり、 ポランティア 活動に参加してもらったことが ， 園 と保護者との 共通の認識が 生まれ家庭での 協 

力 が得られ教育効果が 高まったと思われる。 

2  課題 

0  圃内研 先などで道徳性の 芽生えについての 共通理解と幼児の 発達の特性を 踏まえた，教育課程の 

見 向しるしていきたり。 

0  幼児理解を深めるためのティーム 保育の充実と 保育を終えてのミーティンバを 大切にして， 国 全体 

で 指導観を共有して い きたい。 

おわりに 

道徳牲の芽生えを 培 う ための援助の 工夫を、 身近な人との 関わりの 中 、 遊 び の場面を辿して 実践研究し 

てきました "  「道徳性の芽生えを 培うとは」ここで 何度も悩み小学校の 道徳の指導書まで 調べたりしてきまし 

たが、 幼稚園とは違 い 教科で道徳を 行うのと、 園生活の保育の 中での道徳教育とでは、 具体的な価値項目 

などをめあ てに授業を展開して い く過程から違 い ・とても勉強になりました。 自分の保育を 振り返る良い 機会 

でもあ り、 道徳廿の芽生えを 培っていくためには、 まず教師自身が 幼児を良く理解し・ 正しい 判 研ができるよ 

うな気付きを 大切に、 感性を豊かにしていかなければとを 感じました。 

幼児は、 身近な人とのかかわりから 自分との違いに 気付き、 柏手の気持ちも 考えてかかわったり、 自分 

の 思い る Ⅲしたりできるよ う になりました。 また、 思いやりのあ る言葉が多く 聞こえるよ う になり。 自分がされ 

たり、 言われるとイヤなことは 人にもしてはいけないことが 良くわかったよ う です。 今後は、 作成した年間 指 

導 計画をもとに、 心豊かな了の 育成をめざして い きたいと思います。 

研究期間中 御 指導下さいました、 浦添市教育委員会の 知俳 敏枝 指導主事、 当研究所の人城所長、 新川 

係長、 m 明主事・職員の 皆様に深く感謝申し 上げます。 また、 教育研究の機会を 与え支援して 下さいました 

浦添市立宮城幼稚園の 島袋感光園長をはじめとする 諸先生方、 園児と保護者の 皆様には心から 感謝申し上 

げます。 
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